
（別紙３）

～ 2025年　1月　25日

（対象者数） 20名 （回答者数） 16名

～ 2025年　1月　25日

（対象者数） 6名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 外部研修なども積極的に参加していけるような取り組みを
行っていきたい

2 保護者さまがご家庭でお子さまへの対応法につながるように
していきたい

3 職員一人一人の良さをこれからも活かし、さらに専門性を高
めるための勉強会を開催していく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 計画的に実施していけるよう年間計画を再度見直す

2

3

○事業所名 放課後等デイサービス　ななりの

○保護者評価実施期間 2025年　1月　15日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　9日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

家族会やペアレントトレーニングなど、保護者同士が参加でき
る機会が設けられていない

事業所がオープンして1年のため、実施法などが定まっていな
いことが要因と考えられる

個々のお子さまの特性に合わせた個別・集団プログラムの作成
と実施が行えている

日々のお子さまの状況の把握や職員間での情報共有を特に大事
にしている。
それぞれのお子さまに応じた目標の設定、目標を達成するため
に何が必要かなどの分析を行っている。

毎日の保護者さまへの記録などが充実している
活動したことだけでなく、「どういった目的で行ったのか」や
お子さまが「活動に対してどのような反応をしたのか」、「そ
の結果どうなったのか」を記録するようにしている。

安心して楽しみに継続して通える事業所になっている

それぞれのお子さまの特性を職員全員が把握できるように毎日
のミーティングでの確認を行っている
自分自身で空いた時間を過ごす力を身につけるためにパソコン
やテレビゲームなどの提供は一切行っていない。
自由時間には「静かに過ごす場所」と「元気に過ごす場所」と
の使い分けができるようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


